
催
物
の
後
援
・
推
薦
に
係
る
審
査
結
果
報
告
書

 
 

NO
 

申
請
受
付
 

年
月
日
 

主
 
 
催
 
 
者
 

催
 
物
 
名
 

会
場
・
開
催
期
間
等
 

催
 
物
 
内
 
容
 
等
 

申
 
請
 

区
 
分
 

入
 
場
 
料
 
等
 

  
 許

可
年

月
日

 

 (
整
理
番
号
) 

チ
ラ
シ
等
 

1 
令
和

8
年
 

3
月

23
日
 

NP
O
法
人
楽
知
ん
研
究
所
 

親
子
孫
で
〈
た
の
し
い
仮
説

実
験
〉
講
座
 

東
桜
会
館
、
岡
崎
コ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
セ
ン
タ
ー
、
愛
知
県
立
芸
術
大

学
 

令
和
８
年
５
月
２
日
(土

) 

～
令
和
８
年
８
月
９
日
(日

) 

子
ど
も
か
ら
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ま
で
が
参
加
者
と
し

て
楽
し
め
る
本
格
的
な
科
学
入
門
教
育
の
講
座
を
体
験
す
る
こ
と

で
，
知
的
に
た
の
し
い
時
間
を
つ
く
る
。
 

予
想
を
た
て
て
確
か
め
る
実
験
を
繰
り
返
す
こ
と
で
，
科
学
の
法

則
が
見
え
る
よ
う
に
わ
か
っ
て
く
る
講
座
で
す
。
 

本
年
度
は
，
仮
説
実
験
授
業
の
以
下
の
２
テ
ー
マ
 
20
26

年
5

月
 
テ
ー
マ
「
自
由
電
子
が
見
え
た
な
ら
」
 
20
26

年
夏
休
み

3

会
場
 
テ
ー
マ
「
は
じ
め
て
の
力
学
」

 

後
援
 

入
場
料
 
無
料
 

参
加
料
 
有
料
 

親
子
１
組
 
2,
20
0
円
 

令
和

8
年

3
月

30
日
 

（
7-
21
0-
11
2）

 
 

2 
令
和

8
年
 

3
月

23
日
 

瀬
戸
音
楽
協
会
 

第
３
７
回
愛
知
県
尾
東
音
楽

コ
ン
ク
ー
ル
 

瀬
戸
市
文
化
セ
ン
タ
ー
 

令
和
８
年
８
月
８
日
(土

) 

～
令
和
８
年
８
月
９
日
(日

) 

音
楽
を
通
し
て
、
地
域
の
文
化
的
発
展
を
図
る
と
と
も
に
、
健
全

で
豊
か
な
情
緒
と
音
楽
水
準
の
向
上
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
す

る
。
 

こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
幼
児
・
小
学
生
・
中
学
生
・
高

校
生
・
大
学
生
・
一
般
の
ピ
ア
ノ
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
す
る
。
 

後
援
(継

続
) 

入
場
料
 
無
料
 

参
加
料
 
有
料
 

7,
00
0
円
 

令
和

8
年

3
月

27
日
 

（
7-
21
1-
11
3）

 
 

3 
令
和

8
年
 

3
月

25
日
 

東
海
労
働
金
庫
 

第
１
７
回
「
は
た
ら
く
人
に

あ
り
が
と
う
」
メ
ッ
セ
ー
ジ

募
集
 

中
日
ビ
ル

6F
 
中
日
ホ
ー
ル
 

令
和
８
年
７
月
１
日
(水

) 

～
令
和
８
年
９
月
３
０
日
(水

) 

「
は
た
ら
く
人
へ
の
感
謝
」
と
と
も
に
「
は
た
ら
く
」
と
い
う
こ

と
を
考
え
る
機
会
を
発
し
ま
す
。
併
せ
て
、
寄
せ
ら
れ
た
感
謝
の
言

葉
を
は
た
ら
く
人
を
応
援
す
る
金
融
機
関
と
し
て
、
は
た
ら
く
人
に

発
信
し
励
み
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
 

働
い
て
い
る
人
（
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
上
司
、
部
下
、
店
員

さ
ん
な
ど
）、

働
い
て
き
た
人
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
募
集
し
ま
す
。
 

後
援
(継

続
) 

入
場
料
 
無
料
 

参
加
料
 
無
料
 

令
和

8
年

4
月

1
日
 

（
7-
21
3-
11
4）

 
○
 

4 
令
和

8
年
 

3
月

25
日
 

瀬
戸
被
爆
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ

ー
ト
実
行
委
員
会
 

瀬
戸
被
爆
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー

ト
20
26
 

パ
ル
テ
ィ
せ
と
 

令
和
８
年
８
月
１
４
日
(金

) 

広
島
で

81
年
前
に
被
爆
し
た
「
被
爆
ピ
ア
ノ
」
の
音
色
を
通
し

て
、
戦
争
の
記
憶
と
平
和
の
尊
さ
を
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
に
伝
え

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
 

本
企
画
で
は
、
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
自
身

が
、
演
奏
・
歌
・
合
唱
を
通
じ
て
平
和
へ
の
想
い
を
表
現
す
る
参
加

型
の
平
和
教
育
コ
ン
サ
ー
ト
を
目
指
し
ま
す
。
 

「
被
爆
ピ
ア
ノ
」
を
通
じ
て
、
様
々
な
学
校
や
組
織
、
年
齢
や
性

別
を
超
え
た
つ
な
が
り
を
作
り
、
考
え
方
の
違
い
を
超
え
て
、
み
な

で
一
つ
に
な
り
世
界
平
和
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
 

被
爆
ピ
ア
ノ
は
愛
・
地
球
博
と
ゆ
か
り
が
深
く
、
21

年
前
に

愛
・
地
球
博
と
い
う
国
際
イ
ベ
ン
ト
が
瀬
戸
で
行
わ
れ
た
こ
と
を
子

供
た
ち
に
伝
え
、
郷
土
愛
の
育
成
も
目
標
と
し
ま
す
。
 

後
援
(継

続
) 

入
場
料
 
有
料
 

大
人

50
0
円
、
子
供
無
料
 

参
加
料
 
無
料
 

令
和

8
年

4
月

1
日
 

（
7-
21
4-
11
5）

 
○
 

5 
令
和

8
年
 

4
月

2
日
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
ム
・
ト
ゥ
・

エ
ム
 

子
ど

も
・

若
者

の
居

場
所
 

「
も
く
も
く
」
 

さ
る
な
か
と
ん
な

to
to
 

令
和
８
年
５
月
１
３
日
(水

) 

～
令
和
９
年
３
月
３
１
日
(水

) 

瀬
戸
市
子
ど
も
若
者
家
庭
セ
ン
タ
ー
と
の
情
報
交
換
か
ら
「
居
場

所
づ
く
り
」
の
重
要
性
を
認
識
し
た
。
大
人
と
の
交
流
な
ど
斜
め
の

繋
が
り
の
中
で
若
者
が
安
心
し
て
集
え
る
家
や
学
校
以
外
の
第
三
の

居
場
所
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
ま
た
、
最
近
増
加
し
て
い

る
不
登
校
児
童
生
徒
へ
学
び
の
場
と
な
り
、
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な

い
学
び
の
保
障
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
 

毎
週
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
や
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
大
会
を
開
催
し
、
協
働
性

や
主
体
性
な
ど
の
育
成
を
図
る
。
 

後
援
(継

続
) 

入
場
料
 
無
料
 

参
加
料
 
無
料
 

令
和

8
年

4
月

15
日
 

（
8-
2-
1）

 
○
 

1



催
物
の
後
援
・
推
薦
に
係
る
審
査
結
果
報
告
書

 
 

6 
令
和

8
年
 

4
月

2
日
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
ム
・
ト
ゥ
・

エ
ム
 

夏
休
み
中
の

to
to

子
ど
も

食
堂
 

さ
る
な
か
と
ん
な

to
to
 

令
和
８
年
７
月
２
２
日
(水

) 

～
令
和
８
年
８
月
２
７
日
(木

) 

私
た
ち
は
毎
週
日
曜
日
に
子
ど
も
食
堂
を
開
催
し
て
い
る
が
、
参

加
者
は
近
隣
の
小
中
学
生
が
多
い
。
そ
の
経
験
か
ら
、
小
中
学
校
が

休
校
中
の
給
食
の
提
供
が
な
い
間
で
は
、
昼
食
の
食
べ
ら
れ
な
い
子

が
多
く
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
平

日
に
も
子
ど
も
食
堂
を
開
催
し
、
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
で

あ
る
。
 

後
援
(継

続
) 

入
場
料
 
無
料
 

参
加
料
 
無
料
 

令
和

8
年

4
月

13
日
 

（
8-
3-
2）

 
○
 

7 
令
和

8
年
 

4
月

8
日
 

瀬
戸
子
供
太
鼓

 
こ
ま
い

ぬ
座
 

３
６
周
年
 
演
奏
会
 

瀬
戸
市
文
化
セ
ン
タ
ー

 
文
化
ホ

ー
ル
 

令
和
８
年
１
０
月
２
４
日
(土

) 

平
成
３
年
３
月
に
発
足
し
た
こ
ま
い
ぬ
座
は
、
今
年
で
３
６
周
年

目
を
迎
え
ま
す
。
 

こ
ま
い
ぬ
座
３
６
周
年
を
、
中
学
３
年
生
の
卒
業
公
演
を
メ
イ
ン

と
し
て
行
い
ま
す
。
 

後
援
(継

続
) 

入
場
料
 
無
料
 

参
加
料
 
無
料
 

令
和

8
年

4
月

14
日
 

（
8-
14
-3
）
 

○
 

8 
令
和

8
年
 

4
月

9
日
 

株
式
会
社
コ
ア
ス
リ
ー
 

保
護
者
の
た
め
の
特
別
支
援

講
演
会
 

ス
カ
イ
ワ
ー
ド
あ
さ
ひ

5F
 
く
す

の
き
ホ
ー
ル

B 

令
和
８
年
６
月
１
３
日
(土

) 

第
12

回
目
の
講
演
会
。
前
回
の
講
演
会
で
質
疑
に
あ
が
っ
た
、

特
徴
の
あ
る
児
童
の
知
能
検
査
結
果
か
ら
の
学
習
支
援
と
進
路
に
ス

ポ
ッ
ト
を
あ
て
た
講
演
会
を
実
施
し
た
い
。
 

後
援
(継

続
) 

入
場
料
 
無
料
 

参
加
料
 
無
料
 

令
和

8
年

4
月

15
日
 

（
8-
15
-4
）
 

○
 

9 
令
和

8
年
 

4
月

14
日
 

NH
K
名
古
屋
放
送
局
 

第
９
３
回
 
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学

校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

 
愛
知

県
コ
ン
ク
ー
ル
（
尾
張
地
区

予
選
・
高
等
学
校
の
部
予
選
） 

瀬
戸
市
文
化
セ
ン
タ
ー
 

令
和
８
年
７
月
２
１
日
(火

) 

～
令
和
８
年
７
月
２
２
日
(水

) 

県
内
の
小
・
中
・
高
等
学
校
の
児
童
・
生
徒
を
対
象
と
し
、
歌
う

楽
し
さ
、
声
を
合
わ
せ
る
喜
び
を
感
じ
取
り
、
心
の
成
長
に
寄
与
す

る
。
 

後
援
(継

続
) 

入
場
料
 
無
料
 

参
加
料
 
無
料
 

令
和

8
年

4
月

21
日
 

（
8-
17
-5
）
 

 

10
 

令
和

8
年
 

4
月

15
日
 

瀬
戸
市
和
太
鼓
連
盟
、
(有

)

志
多
ら
 

志
多
ら
瀬
戸
公
演
 
つ
な
が

る
和
太
鼓
「
お
も
や
ひ
」
 

瀬
戸
市
文
化
ホ
ー
ル
 

令
和
８
年
８
月
３
０
日
(日

) 

瀬
戸
市
に
関
わ
り
の
深
い
プ
ロ
和
太
鼓
チ
ー
ム
「
志
多
ら
」
の
今

回
の
瀬
戸
で
の
公
演
は
、「

お
も
や
ひ
」
で
す
。
東
三
河
の
言
葉
で

あ
る
「
お
も
や
ひ
」
に
は
、「

分
か
ち
あ
う
」「

想
い
あ
い
」
の
意
味

が
あ
り
ま
す
。
公
演
前
に
、
和
太
鼓
、
篠
笛
な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
実
施
し
、
他
団
体
と
の
交
流
を
深
め
、
瀬
戸
市
で
更
な
る
和
太

鼓
を
中
心
と
し
た
伝
統
文
化
の
普
及
を
目
指
し
ま
す
。
昨
年
の
公
演

を
同
様
に
、
和
太
鼓
で
つ
な
が
っ
た
ご
縁
に
感
謝
し
、
和
太
鼓
の
音

を
響
か
せ
ま
す
。
 

後
援
(継

続
) 

入
場
料
 
有
料
 

一
般

5,
00
0
円
 

同
伴
者
半
額
席

2,
50
0
円
 

高
校
生
以
下
無
料
 

参
加
料
 
有
料
 

一
般

4,
00
0
円
 

令
和

8
年

4
月

21
日
 

（
8-
18
-6
）
 

○
 

 

2



催
物
の
後
援
・
推
薦
に
係
る
実
績
報
告
書

 
 

NO
 

報
告
受
付
 

年
月
日
 

報
告
 

区
分
 

主
 
 
催
 
 
者
 

（
申

請
者

）
 

催
 
物
 
名
 

会
場
・
開
催
期
間
等
 

催
物

の
実

績
等

 
後
援
・
推
薦
の
効
果
等
 

1 
令
和

8
年

3
月

27
日
 

後
援

(継
続
) 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
ム
・
ト
ゥ
・
エ
ム
 

服
部
 
悦
子
 

子
ど
も
・
若
者
の
居
場
所
 「

も

く
も
く
」
 

さ
る
な
か
と
ん
な

to
to
 

令
和
７
年
７
月
３
１
日
(木

) 

～
令
和
８
年
３
月
２
６
日
(木

) 

参
加
人
員
：
34
6
人
 
 

入
場
人
員
：
47
5
人
 

後
援
名
義
使
用
後
、
拠
点
の
近
隣
の
小
学
校
３
校
、
中
学
校

１
校
に
チ
ラ
シ
を
掲
示
し
て
も
ら
っ
た
。
６
月
ま
で
は
参
加
者

が
毎
回
０
～
２
、
３
名
で
あ
っ
た
が
、
９
月
以
降
で
は
毎
回
の

参
加
者
が
１
０
～
１
５
名
に
増
加
し
た
。
 

ま
た
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
さ
ん
に
も
こ
の
活

動
を
認
知
し
て
も
ら
っ
た
た
め
、
今
後
は
さ
ら
に
行
政
や
学

校
、
民
間
団
体
な
ど
こ
ど
も
支
援
に
関
わ
る
機
関
が
連
携
し
、

多
角
的
な
視
点
で
子
ど
も
を
視
る
こ
と
で

SO
S
を
見
逃
さ
な
い

体
制
づ
く
り
を
強
化
し
た
い
。
 

2 
令
和

8
年

3
月

31
日
 

後
援

(継
続
) 

瀬
戸
商
工
会
議
所
 

会
頭
 
河
村
 
誠
悟
 

第
１
２
回
せ
と
や
き
っ
ず
検

定
・
第
５
回
せ
と
や
き
っ
ず
プ

レ
ミ
ア
ム
検
定
 

瀬
戸
商
工
会
議
所
 

令
和
７
年
１
１
月
２
３
日
(日

・

祝
) 

～
令
和
８
年
３
月
３
１
日
(火

) 

参
加
人
員
：
13

人
 

瀬
戸
市
内
の
小
中
学
生
に
せ
と
や
き
っ
ず
検
定
・
せ
と
や
き

っ
ず
プ
レ
ミ
ア
ム
検
定
を
広
く
周
知
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

合
格
者
に
は
、
校
長
先
生
か
ら
直
接
朝
礼
等
に
て
合
格
証
書

を
伝
達
授
与
し
て
い
た
だ
け
た
 

3 
令
和

8
年

3
月

27
日
 

後
援
 

株
式
会
社
ミ
ラ
イ
メ
イ
ク
 

鹿
嶌
 
將
博
 

激
闘
！
ド
リ
ド
リ
団
～
奪
わ
れ

し
天
使
の
涙
～
 

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
（
zo
om
）
 

令
和
７
年
１
２
月
２
３
日
(火

) 

～
令
和
８
年
２
月
２
８
日
(土

) 

参
加
人
員
：
15
4
世
帯
 

チ
ラ
シ
配
布
を
通
じ
て
瀬
戸
市
内
の
小
学
生
と
そ
の
保
護

者
の
方
々
へ
周
知
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
結
果
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
に
関
す
る
取
り
組
み
や
そ
の
大
切
さ
に
つ
い
て
広

く
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
り
、
今
後
の
普
及
・
推
進
に
向

け
た
基
盤
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 

4 
令
和

8
年

4
月

2
日
 

後
援

(継
続
) 

あ
す
な
ろ
社
 
墨
翔
会
 

遠
山
 
紫
峰
 

第
４
３
回
あ
す
な
ろ
書
初
公
募

展
 

瀬
戸
市
文
化
セ
ン
タ
ー
2
階

22
会

議
室
 

令
和
８
年
３
月
１
５
日
(日

) 

参
加
人
員
：
61
0
人
 
 

入
場
人
員
：
10
1
人
 

瀬
戸
市
教
育
委
員
会
賞
に
は
、
埼
玉
県
第
一
中
学
校
の
中
学

1
年
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
遠
方
か
ら
の
ご
参
加
も
あ
り
、

大
変
喜
ん
で
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
 

書
教
育
向
上
な
ら
び
に
普
及
の
た
め
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
参
加
者
の
方
、
ご
家
族
で
作
品
の
写
真
を
熱
心
に
撮
っ

て
い
ま
し
た
。
瀬
戸
市
教
育
委
員
会
様
の
ご
後
援
の
お
か
げ
で

授
賞
式
が
よ
り
一
層
充
実
し
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
 

5 
令
和

8
年

4
月

1
日
 

後
援

(継
続
) 

南
山
学
園
聖
霊
中
学
校
高
等
学

校
 

マ
イ
ケ
ル
リ
ン
ス
ト
ロ
ム
 

南
山
学
園
聖
霊
中
学
･
高
等
学

校
 
筝
曲
部
＆
和
太
鼓
部
演
奏

会
「
奏
（
か
な
で
）」

 

瀬
戸
蔵
つ
ば
き
ホ
ー
ル
 

令
和
８
年
３
月
２
５
日
(水

) 

参
加
人
員
：
50

人
 
 

入
場
人
員
：
20
0
人
 

和
太
鼓
と
筝
曲
の
演
奏
を
通
じ
て
，
多
く
の
市
民
方
々
や
，

保
護
者
に
日
本
の
文
化
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

た
。
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催
物
の
後
援
・
推
薦
に
係
る
実
績
報
告
書

 
 

6 
令
和

8
年

3
月

27
日
 

後
援

(継
続
) 

愛
知
県
吹
奏
楽
連
盟
・
中
日
新

聞
社
 

伊
藤
 
宏
樹
 

２
０
２
５
年
度
第
３
８
回
中
部

日
本
個
人
・
重
奏
コ
ン
テ
ス
ト

愛
知
県
大
会
(高

等
学
校
の
部
) 

瀬
戸
市
文
化
セ
ン
タ
ー
・
文
化
ホ

ー
ル
 

令
和
８
年
３
月
８
日
(日

) 

参
加
人
員
：
26
0
人
 
 

入
場
人
員
：
69
3
人
 

名
義
を
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
多
く
の
お
客
様
に

来
て
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
 

7 
令
和

8
年

4
月

20
日
 

後
援

(継
続
) 

瀬
戸
将
棋
文
化
振
興
協
会
・
詰

将
棋
解
答
選
手
権
実
行
委
員
会
 

会
長
 
水
野
 
和
郎
 

第
23

回
詰
将
棋
解
答
選
手
権

瀬
戸
会
場
 

瀬
戸
市
文
化
セ
ン
タ
ー
文
化
交
流

館
2
階

22
会
議
室
 

令
和
８
年
４
月
１
１
日
(土

) 

参
加
人
員
：
37

人
 
 

入
場
人
員
：
80

人
 

後
援
名
義
を
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
当
イ
ベ
ン
ト
に
対
す
る

信
頼
感
・
安
心
感
が
増
し
、
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
け
ま

し
た
。
 

8 
令
和

8
年

4
月

21
日
 

後
援
 

焚
き
火
と
豚
汁
を
楽
し
む
会
 

山
本
 
陽
介
 

「
焚
火
と
豚
汁
を
楽
し
む
会
」
 

in
 瀬

戸
市
 

ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
パ
ー
ク
せ
と
 

令
和
８
年
４
月
１
９
日
(日

) 

参
加
人
員
：
32

人
 
 

入
場
人
員
：
37

人
 

チ
ラ
シ
配
布
の
際
に
、
後
援
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
配
布
の

許
可
が
お
り
ま
し
た
。
 

ま
た
、
後
援
な
ん
だ
ね
と
イ
ベ
ン
ト
の
信
頼
度
が
あ
が
り
ま

し
た
。
 

※
「
参
加
人
員
」
…
主
催
者
を
除
く
事
業
へ
の
参
加
者
数
 
 
 
※
「
入
場
人
員
」
…
催
物
の
一
般
入
場
（
来
場
）
者
数
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令
和
8
年
4
月
情
報
公
開
請
求
一
覧
（
学
校
教
育
課
分
）

請
求

年
月
日

請
求
区
分

請
求
内
容

決
定
通
知

年
月
日

開
示
区
分

開
示
文
書
名

担
当
部
署

備
考

1
R
8
.3
.1
3

公
文
書

開
示
請

求
書

瀬
戸
市
立
小
中
学
校
及
び
特
別
支
援
学

校
の
2
0
1
7
年
度
～
2
0
2
6
年
度
の
職
員
会

議
録
。
た
だ
し
、
関
連
す
る
提
案
資
料

等
を
除
く
。

請
求
内
容
に
「
職
員
会
議
録
」
と
あ
る

の
は
、
「
職
員
会
議
に
お
け
る
発
言
記

録
（
発
言
の
や
り
取
り
が
わ
か
る
も

の
）
」
と
読
み
替
え
て
適
用
す
る
も

の
。

R
8
.4
.1
0

不
開
示

学
校
教
育
課

決
定
の
内
容

請
求
に
係
る
公
文
書
が
不
存
在
の
た
め
開
示
で
き
な
い
。

不
開
示
情
報
に
該
当
す
る
理
由

作
成
し
て
い
な
い
文
書
で
あ
る
た
め
。

2
R
8
.3
.1
3

公
文
書

開
示
請

求
書

2
0
2
5
年
度
、
2
0
2
6
年
度
の
瀬
戸
市
立
中

学
校
の
評
定
分
布
一
覧
表

R
8
.3
.2
7

開
示

評
定
分
布
一
覧
表

学
校
教
育
課

3
R
4
.1
0
.3

公
文
書

開
示
請

求
書

１
．
2
0
2
0
.4
.1
～
2
0
2
2
.8
.3
1
に
お
け

る
、
に
じ
の
丘
小
学
校
、
中
学
校
の
各

学
年
の
「
不
登
校
」
児
童
生
徒
数
が
分

か
る
文
書

２
．
に
じ
の
丘
小
学
校
、
中
学
校
の

「
不
登
校
」
児
童
生
徒
数
に
つ
い
て
開

校
前
（
関
係
５
小
２
中
）
、
開
校
後
の

状
況
が
分
か
る
文
書
。
比
較
し
た
文
書

R
8
.4
.1
7

一
部
開
示

学
校
別
不
登
校
児
童
生
徒
数

の
近
年
の
推
移
に
つ
い
て

学
校
教
育
課

令
和
８
年
４
月
７
日
付
８
瀬
教
政
第
４
号
に
て
審
査
庁
か

ら
受
理
し
た
裁
決
書
に
基
づ
き
、
一
部
開
示
決
定
。

一
部
開
示
の
内
容
を
変
更
す
る
公
文
書

学
校
別
不
登
校
児
童
生
徒
数
の
近
年
の
推
移
に
つ
い
て

変
更
す
る
内
容

小
学
校
及
び
中
学
校
全
体
の
不
登
校
児
童
生
徒
数
を
開
示

す
る
。
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係長　谷山　隼

課長　　荻原　美帆

主幹　　中川　真人

主幹　　豊田　幸一

主幹　　高橋　徹 係長　奥村　祐麻

補佐（兼企画補佐）

　　　　　松浦　慎造

専門員　　國松　一彰

（教育サポートセンター）

係長（兼）　高島　賢二

 課長　　松見　健一

教育委員会  主幹　　伊藤　嘉浩

　教育長　 加藤　正彦 教育委員会事務局  主幹　　長谷川　武宏

　教育長職務代理者 教育部  補佐　　作石　貴則 係長　増田　沙織

稲垣　遼 専門員（兼）　　高島　賢二

　委　員 大脇　忠 専門員　　宮本　圭子

　委　員 安井　友香 専門員　　高木　貴史

　委　員 加藤　千惠 専門員　　小倉　奈保

　委　員 鈴木　紹陶武

　委　員 高橋　積

係長　柴田　純一

館長　吉村　きみ

専門員　　幸村　弘美

学校教育課

図書館

小学校（14校）

中学校（ 7校）

特別支援学校（2校）

教育政策課

施設係

教育委員会　組織機構図

 職員２２９名（うち再任用４名、会計年度任用１７９名）

部長
大岩　三明

企画係

学事係

指導係
（適応指導教室）

学校給食係
（学校給食センター）

6



（令和8年4月1日）

職員４２名（うち再任用２名、会計年度任用２３名）

（主幹　中川　真人）
（専門員　國松　一彰）
（係長　谷山　隼）

　

（主幹　豊田　幸一）
（主幹　高橋　徹）

（係長　奥村　祐麻）

6 学校給食施設センター化に関すること。

教育政策課（組織及び分掌事務）

企画係　5名 1 教育委員会の規則等の審査に関すること。

2
事務局及び学校その他の教育機関の職員（県費負担職員を
除く）の任免その他の人事に関すること。

教育政策課長
3 公印取扱いの総括に関すること。

（荻原　美帆）
4 教育委員会の委員に関すること。

5 教育委員会会議に関すること。
企画補佐兼
課長補佐 6 教育長会議に関すること。    

（松浦　慎造） 7 学校の適正配置に関すること。

8 教育アクションプランに関すること。

9 教育委員会の活動にかかる自己点検・評価に関すること。

10 GIGAスクール構想に関すること。

11 学年進行表に関すること。

12 小中一貫教育の推進に関すること。

13 催事等に係る後援及び推薦に関すること。

14 教育の広報に関すること。

15 教育に係る調査及び統計に関すること。

16 表彰及び儀式に関すること。（叙勲を除く）

17 愛日地方教育事務協議会に関すること。

18 愛日地方教育事務協議会に関すること。

19 学校用務員に関すること。

学校用務員30名（うち再任用2名、会計年度任用22名）

施設係　5名
（うち会計年度任用1名）

1 学校の用に供する財産の管理に関すること。

2 学校施設の維持修繕に関すること。

3 学校備品、教具その他の設備の整備に関すること。

4 学校施設等に係る予算の執行管理に関すること。

5 学校施設に係る工事の設計、監督等に関すること。
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（令和8年4月1日）

職員１７６名（うち再任用２名、会計年度任用１５１名）

（専門員兼係長兼指導主事　

　　　髙島　賢二）

　

学校教育課（組織及び分掌事務）

指導係　7名
（うち会計年度任用3名）

1
学校の組織編制、教育課程、学習指導、児童生徒指導及び
進路指導に関すること

2
県費負担教職員の任免、懲戒その他進退の内申に関するこ
と

学校教育課長
3 県費負担教職員の服務の監督に関すること

（松見　健一）
4 教職員の研修、人材育成及び評価制度に関すること

5 教職員の資質向上に関すること
主幹兼

管理指導主事 6 教科書その他教材の取扱いに関すること    

（伊藤　嘉浩） 7 国際理解教育及び外国語指導助手に関すること

8 日本語初期指導教室等外国人対応に関すること

課長補佐
日本語初期指導員4名（うち会計年度任用4名）

9 適応指導教室に関すること
（作石　貴則）

指導員、生活・学習支援員3名（うち会計年度任用3名）

10 特別支援教育に関すること

特別支援教育支援員22名（うち会計年度任用22名）

看護師10名（うち会計年度任用7名）

介護員7名（うち会計年度任用7名）

11 学校保健に係る教育内容及びその取扱いに関すること

12 教育サポートセンターに関すること

13 スクール・ソーシャル・ワーカーに関すること

SSWer4名（うち会計年度任用2名）

14 コミュニティ・スクールに関すること

15 小中一貫教育に関すること

非常勤講師15名（うち会計年度任用15名）

16 居場所づくり推進に関すること

所長・副所長、生活・学習支援員24名（うち会計年度任用24名）

17 「ラーケーションの日」に関すること

非常勤講師、校務支援員41名（うち会計年度任用41名）

18 部活動に関すること

部活動指導員10名（うち会計年度任用10名）
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（係長　増田　沙織）　

（係長　柴田　純一）　

学事係　5名
（うち会計年度任用1名）

1 児童及び生徒の就学並びに入学、転学及び退学に関すること

2 区域外就学及び学校選択制に関すること

3 児童及び生徒の就学援助に関すること

4 学校の環境衛生に関すること

5 学校医、学校歯科医及び学校薬剤師に関すること

6
教職員、児童及び生徒の保健、安全、厚生及び福利に関す
ること

7 学校保健団体の育成に関すること

8 独立行政法人日本スポーツ振興センターに関すること

9 教具その他の整備に関すること

10
学校運営に係る予算(施設及び備品を除く。)の執行管理に
関すること

11 スクールタクシーに関すること

12 学校教育課の庶務に関すること

学校給食係　7名
（うち会計年度任用5名）

1 学校給食の調理、配膳及び配送業務に関すること

2 学校給食の献立並びに物資の選定及び購入に関すること
（主幹　長谷川　武宏 ）　

5 瀬戸市学校給食センター運営委員会に関すること

6 給食費の徴収に関すること

3 学校給食調理員に関すること

調理員13名（うち再任用2名、会計年度任用7名）

4
瀬戸市学校給食センター及び単独校の施設、設備の管理に
関すること

技能員1名

9



（令和8年4月1日）

職員10名（うち会計年度任用5名）

（専門員

幸村　弘美）

他8名

 図書館（組織及び分掌事務）

１　図書館協議会に関すること。

２　図書館資料の受入れ及び貸出しに関すること。

３　予約・リクエストに関すること。

４　参考質問（レファレンス）サービスに関すること。

５　郷土資料の収集整理に関すること。

６　寄贈資料の受入れに関すること。

館長 ７　おはなし会、各種講座、展示会等の開催に関すること。

（吉村　きみ）

（うち会計年
度任用5名）

８　情報ライブラリーに関すること。

９　地域図書館に関すること。

10　瀬戸市電子図書館に関すること。

11　公立小中学校及び施設への貸出しに関すること。

12　児童サービスに関すること。

13　ヤングアダルトサービスに関すること。

14　高齢者サービスに関すること。

15　障害者サービスに関すること。

16　多文化サービスに関すること。

23　視聴覚教材・機材の購入及び団体貸出に関すること。

24　地元書店との地域連携に関すること。

25　瀬戸図書館友の会、地域図書館サポーター、読み聞かせ
　　ボランティア、瀬戸図書館エディターパートナーシップ
    に関すること。

※上記のうち、主に情報ライブラリー、地域図書館カウンターサー
ビスに係る業務については、委託先スタッフ約15名がシフト制によ
り従事。

17　相互貸借に関すること。

18　ブックスタートに関すること。

19　大学コンソーシアムせと図書館連携に関すること。

20　施設管理に関すること。

21　業務委託に関すること。

22  子ども読書活動推進計画に関すること。
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11



12



13



14



15



16



17



18



19



20



21



22



23



24



25



26



27



５年度 17 件 （ ）

小学生 ６年度 18 件 （ ）

中学生 ７年度 35 件 （ ）

高校生

青少年

保護者

一　般

計

４年度 男 30.4 ％ 女 ％

５年度 男 7.7 ％ 女 ％

６年度 男 28.0 ％ 女 ％

小 中 高 青 保 一 計

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 1 0 1

0 0 0 0 2 0 2

0 0 0 0 8 0 8

0 0 0 0 4 0 4

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 6 4 10

0 0 0 0 21 4 25

令和７年度　教育相談室利用状況（４月～３月）

１　利用者内訳 【相談件数】

男 女 計 4

0 0 0 9

0 0 0 10

0 0 0 （　　　）内は無言・間違い電話

0 0 0 【来庁相談】（上記の相談件数の内数）

4 16 20 ４年度２件　　５年度０件　　６年度０件　７年度１件

3 2 5

92.3

計 35 72.0

7 18 25 【男女内訳】

無　　言　　電　　話 0 69.6

学校生活

友人問題

男女交際

間　違　い　電　話 10

性の問題

家族問題

育児と躾

２　相談の内容

身体と精神

学業と能力

性格と行動

不登校

いじめ

進路と就学

生きがい

その他

計
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令和７年度 学校給食摂取状況 

 

１ 摂取基準値（目標値）と摂取量及び充足率  

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

区     分 
エネルギ
ー 

Kcal 

蛋白質 
ｇ 

１３～ 
２０％ 

脂質  
ｇ    

２０～ 
３０％ 

カルシ 
ウム 
ｍｇ 

マグネ
シウム 
ｍｇ 

鉄 
ｍｇ 

亜鉛 
ｍｇ 

ビ  タ  ミ  ン 食 物 
繊 維 
ｇ 

食 塩
相 当
量 
ｇ 

A μｇ  
 RAE 

B１ ｍｇ B２ ｍｇ C ｍｇ 

小 

 

学 

 

校 

摂 取      

基 準 値 
 650 21.1 21.7 350 50 3.0 2.0 200 0.40 0.40 25 4.5 2.0 

単 

独 

校 

摂取量 617 25.1 19.4 340 99 3.2 3.0 238 0.56 0.50 25 5.8 2.1 

充足率％ 95.0 119.1 89.3 97.2 199.0 105.4 152.2 119.1 139.8 124.6 101.7 128.6 103.2 

セ

ン

タ

｜ 

摂取量 685 28.5 21.4 372 106 3.5 3.4 280 0.63 0.57 30 5.9 2.1 

充足率％ 105.4 135.1 98.7 106.4 212.7 116.4 167.7 140.0 157.5 142.5 120.7 131.7 102.7 

中 

 

学 

 

校 

摂 取      

基 準 値 
830 27.0 27.7 450 120 4.5 3.0 300 0.50 0.60 35 7.0 2.5 

単 

独 

校 

摂取量 868 33.7 24.7 427 133 4.5 4.1 306 0.75 0.61 35 7.7 2.8 

充足率％  104.5 124.8 89.1 94.8 110.8 99.0 137.3 102.0 150.9 100.9 98.7 110.3 110.2 

セ

ン

タ

｜ 

摂取量 869 34.5 25.3 409 131 4.3 4.2 330 0.78 0.65 36 7.4 2.5 

充足率％ 104.8 127.6 91.3 90.9 108.9 96.6 141.2 110.0 156.5 108.5 103.4 105.3 100.0 

（参考）６年度愛知県の摂取量平均 

区     分 
エネルギ
ー 

Kcal 

蛋白質 
ｇ 

１３～ 
２０％ 

脂質  
ｇ    

２０～ 
３０％ 

カルシ 
ウム 
ｍｇ 

マグネ
シウム 
ｍｇ 

鉄 
ｍｇ 

亜鉛 
ｍｇ 

ビ  タ  ミ  ン 食 物 
繊 維 
ｇ 

食 塩
相 当
量 
ｇ 

A μｇ 
RAE 

B１ ｍｇ B２ ｍｇ C ｍｇ 

愛

知

県 

平

均 

小 学 校 612 24.7 19.6  90 2.7 2.8 258 0.5 0.5 24 4.6 2.1 

中 学 校 769 30.2 23.3 381 108 3.5 3.5 320 0.7 0.6 28 5.6 2.6 

愛知県調査（6 月・11 月の各 1 か月間）による 

 

 

342 

下線は未充足 
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２ 栄養摂取の状況 

  カルシウムを豊富に含む牛乳は、小学１年生から中学３年生まで 200 ㎖の同じサイズ

を飲んでいます。カルシウムの摂取基準値（目標値）に対する充足率は、飲用牛乳だけ

では、小学生で約 65％、中学生では約 50％となります。カルシウムの充足率を高める

ために、カルシウムを多く含む食品（乳製品や小魚等）を積極的に使用するようにして

います。価格面で使用回数や 1 回の使用量が減っており、基準値が高い中学生は、基準

値を満たすことが難しい状況ですが、令和６年度愛知県の中学生平均カルシウム摂取量

と比較すると、瀬戸市は愛知県の平均値より高い数値となりました。 

  中学生における鉄の摂取についても、愛知県の平均摂取量を上回ってはいるものの、

基準値を満たすことができませんでした。 

  

３ 考察 

カルシウムについては、日常の食生活で摂取不足になりやすいため、｢食事摂取基準｣

の推奨量の 50％が給食での基準値となっています。給食では価格面を考えながら、カル

シウムを多く含む乳製品、大豆・大豆製品、葉物野菜等を幅広く取り入れた献立を作成

したいと考えています。 

また、鉄については、鉄を多く含む大豆や大豆製品、小松菜等を積的に取り入れ、基

準値を満たせるようにしたいと考えています。 

脂質とナトリウム（食塩相当量）の過剰摂取は、生活習慣病の原因に繋がるため、で

きる限り減らすように努めています。ただし、ナトリウム（食塩相当量）については、

極端に減らしてしまうと食べ残しにもつながるため、摂取基準値を超えないようにして

います。 

食材費の高騰により、栄養価や食品構成を考慮した献立を作成することが難しい面が

ありました。令和８年度においても食材費の高騰が続いておりますが、成長期の児童生

徒に必要な栄養摂取基準に見合う献立の作成ができるようにしていきます。 

また、今後も児童生徒の食習慣をよりよいものにするため、学校給食が食事の手本と

なるよう献立作成に力を入れ、安全でおいしい給食作りに努めていきます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

1 食当たりの栄養基準量と給食での栄養摂取量の比較（令和７年度センター校中学生） 
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瀬戸市立図書館ネーミングライツパートナー募集要項（施設特定型） 

 

１ 目的 

瀬戸市（以下「市」という。）では、瀬戸市立図書館について、ネーミングラ

イツパートナー（ 以下「パートナー」という。）を募集します。 

ネーミングライツとは、公共施設等に企業名や商品名等を冠した名称（以下

「愛称」という。）を付与する権利（命名権）です。市がパートナーに命名権を

付与し、パートナーからその対価を得て当該施設の運営や維持管理に要する費用

等に充てます。 

本要項は、瀬戸市ネーミングライツ事業実施要綱（以下「要綱」という。）第

９条に基づき、要綱第４条第１項に定める施設特定型の募集について、必要な事

項を定めることを目的とします。 

 

２ 募集対象施設 

 対象施設の概要は、以下のとおりです。 

名称 瀬戸市立図書館 

所在地 瀬戸市東松山町１番地の２ 

敷地面積 4,222.55㎡ 

建物構造 鉄筋コンクリート造、２階建 

延床面積 1,579.1㎡ 

年間利用者数 260,477人（令和５年度、総入館者数） 

年間貸出冊数 593,362冊（令和５年度、地域図書館等含む） 

 

３ 募集条件 

⑴ ネーミングライツ料 

年額 ２２０万円以上 （消費税額及び地方消費税額を含む） 

なお、契約期間の開始が年度途中となる場合、その年度のネーミングライツ

料については月割計算（１円未満切り捨て）によるものとします。 

⑵ 契約期間 

３年以上 

事業者との協議により決定します。 

⑶ 愛称の条件 

ア パートナーは、瀬戸市立図書館の愛称として、法人名、商品（ブランド）名

等を付けることができます。募集する名称は施設の「愛称」であり、条例で定

められた名称を変更するものではありません。また、愛称の使用開始から一定

の期間は、条例上の施設名称と愛称を併記する場合があります。 

イ 愛称は、瀬戸市立図書館に相応しいものとして、呼びやすさ、親しみやすさ
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を重視し付けてください。要綱第８条に該当する場合は、愛称とすることは

できません。 

⑷ 愛称掲示場所及びの費用負担等 

ア  愛称が掲示される看板等について 

(ア) 看板等の変更範囲については、市及び関係機関との協議の上決定しま

す。 

(イ) 新規に看板を設置する場合は、パートナーからの要請を受けて市及び関

係機関で協議することとします。 

(ウ) 変更可能な道路案内標識は、原則として市が管理している物とします。 

(エ) 市以外の者が管理する道路案内標識において変更の希望がある場合は、

市から管理者に標記変更の旨を連絡しますが、変更の可否については管理

者の判断となります。 

イ  印刷物等の掲載について 

（ア） 市が作成するパンフレット等の印刷物に掲載する施設名は、原則として

愛称を使用しますが、正式名称と併記する場合があります。 

（イ） 民間事業者が発行する地図、観光ガイドブック等については、愛称では

なく従来の名称で記載される場合があります。 

ウ  看板及び印刷物等における費用等の負担 

（ア） 看板等の新規設置及び変更に係る費用及び作業については、ネーミン

グライツ料とは別にパートナーの負担とします。 

（イ） パートナーからの希望により新規に設置した看板の維持管理は、パー

トナーの負担とします。 

（ウ） 市が作成するパンフレット等の印刷物に係る費用及びホームページの

表示変更に伴う経費は、市が負担します。 

（エ） 市が作成した既存の印刷物等の表示については訂正せず、在庫分はそ

のまま使用する場合があります。 

（オ） 契約終了後の原状回復に要する費用は、ネーミングライツ料とは別に

パートナーの負担とします。 

（カ） 上記のほか、愛称への変更に要する作業及び費用についてはパートナ

ーの負担とします。 

 

４ 応募資格 

次の要件の全てを満たす必要があります。 

⑴ １年以上継続して事業を営んでいる企業又は団体であること。 

⑵ 要綱第７条の規定に該当すること。 

 

５ 応募方法 

本市ホームページからネーミングライツ申込書（第１号様式）をダウンロード
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し、要綱第１０条に基づき次の書類を添えて、提出してください。 

なお、応募書類の作成に要する経費は応募者負担とし、提出された応募書類は

返却しません。 

⑴ 応募書類 

ア ネーミングライツ事業申込みに係る誓約書（第２号様式） 

イ 応募しようとする事業者等が行っている事業の概要が記載された資料 

ウ 社会貢献の実績を記載した書類 

エ 登記事項証明書（提出時に発行から３か月以内のもの） 

オ 直近１年分の決算報告書 

カ 法人税、法人事業税、法人市県民税並びに消費税及び地方消費税の納税証 

明書 

⑵ 提出部数 

  １部ご提出ください。 

⑶ 提出方法 

  電子メール、持参又は郵送 

⑷ 申請書等の受付期間及び場所 

 ア 受付期間 

   令和８年６月１日（月）から令和８年６月３０日（火）まで［必着］ 

ただし、持参の場合は、土日祝日を除く９時から17時までとします。 

イ 提出場所 

  愛知県瀬戸市東松山町１番地の２ 

  瀬戸市立図書館 

電話番号：0561-82–2262(直通) 

電子メール：toshokan@city.seto.lg.jp 

⑸ 質問の受付 

  募集に関する質問及び回答は次のとおりとします。 

 ア 受付期間 

   令和８年５月１５日（金）から令和８年５月２６日（火）まで 

イ 提出場所 

  ⑷に同じ 

ウ 提出方法 

  質問票(別添様式)を電子メールによりご提出ください。 

  未到達防止のため、送信後に電話連絡をお願いします。 

  電子メール：toshokan@city.seto.lg.jp 

エ 回答方法 

  ホームページにて公開するとともに、質問者には個別に電子メールにて回答

します。 
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６ パートナーのメリット 

⑴ 企業の広告宣伝ができます。 

ア 看板、印刷物、ホームページ、パンフレット等で愛称を表示できます。 

イ ネーミングライツパートナーであることを自社の管理する媒体で表示する 

ことができます。 

⑵ 地域貢献による企業イメージの向上を図ることができます。 

⑶ 契約更新に際しては、優先交渉権（契約期間満了後、パートナーが継続して

契約する意向がある場合、他者に優先して本市と交渉することができる権利）

があります。 

⑷ 施設等の本来の用途又は目的を妨げない範囲において、愛称の広報、商品の

販売促進・広告スペースの設置等の希望する特典を提案することができます。

なお、内容については協議のうえ決定します。 

 

７ 選定方法 

⑴ 契約候補者の選定方法 

申請期間締切後、要綱第１１条に基づき瀬戸市広告審査会(以下、「委員会」

という。)において、応募事業者等から提案された愛称、ネーミングライツ

料、愛称の使用期間、社会貢献実績、提案事項等を総合的に審査し、契約候補

者を選定します。 

応募者が１者のみの場合も、委員会においてパートナーとして相応しいかど

うか審査します。ただし、審査の結果、応募資格を満たさない等の理由で、契

約候補者を選定しない場合があります。 

⑵  審査方法 

次の⑶で示す審査基準に沿って審査を行い、各審査委員の点数を合算し、配点

合計の６割以上の得点となった応募者を契約候補者として選定します。ただし、

「②ネーミングライツ料」、「③愛称の使用期間」、「④経営状況」の得点が０

点となった場合又は「①愛称名」及び「⑤応募の動機」から「⑧パートナーメリ

ット」までの得点の合計が配点の合計（６０点）の２分の１に満たない場合は、

総合計の得点にかかわらず不採用とします。 

⑶ 審査基準 

審査項目 配点 審査内容等 

①愛称名 20 愛称の親しみやすさ・呼びやすさ・分かりやすさ・施設の管

理運営に支障が生じないか等を考慮して総合的に評価する。 

②ネーミン

グライツ料 

20 提案金額（年額）が募集条件の価格を下回る場合は、０点と

する。 

③愛称の使

用期間 

10 提案期間（年数）が３年未満の場合は、得点を０点とする。 
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④経営状況 10 財務状況の健全性、企業活動の安定性を考慮して総合的に評

価する。 

⑤応募の動

機 

10 ネーミングライツの目的に合致しているかを考慮して総合的

に評価する。 

⑥企業理念 10 施設の特性と応募者の企業理念、事業内容等が合致している

かを考慮して総合的に評価する。 

⑦社会貢献

等 

10 本社・事業所の所在地やこれまでの社会貢献に対する姿勢・

実績、今後への期待等を考慮して総合的に評価する。 

⑧パートナ

ーメリット 

10 希望するパートナーメリットが、施設等の本来の用途又は目

的を妨げない範囲に合致しているかを考慮して総合的に評価

する。 

⑷ 失格とする提案 

上記⑵及び⑶にかかわらず、次のいずれかに該当する場合は、失格としま

す。 

ア 審査の過程において、応募資格を満たさないことが明らかになったとき。 

イ 応募様式及び記載上の注意事項に示された内容に適合しないとき。 

ウ 提出書類に虚偽又は不正があったとき。 

 申請書等の提出期間に所定の書類が提出されなかったとき。 

エ その他不正な行為があったとき。 

⑸ パートナーの決定 

  委員会における契約候補者の選定結果を踏まえ、市がパートナーを決定しま

す。 

⑹ 決定の通知 

  パートナーが決定した際は、要綱第１２条に基づき、応募者に通知します。 

 

８ 契約 

審査において決定した契約候補者と契約締結に向けた協議を行い、協議が整っ

たときは速やかに契約を締結し、整わなかったときは、契約候補者との協議を終

了したうえで、改めて募集を行います。なお、契約締結後には愛称名、パートナ

ー名、契約金額等の公表を行います。 

 

９ ネーミングライツ料の支払 

ネーミングライツ料は、愛称を使用する期間の最初の年度分については愛称を

使用する期間の始期までに、次年度分以降については、その年度分をその年度の

５月末日までにお支払いください。 

 

10 その他 

⑴ 愛称使用の禁止について 
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愛称の使用が禁じられているイベント等の開催期間においては、イベント主

催者等からの要請を受けて、愛称ではなく条例に基づく正式名称を使用する場

合があります。 

⑵ ロゴなどのデザインについて 

愛称を標示する文字の配置や書体及びマーク、キャラクター等（以下「ロゴ

等」）について提案がある場合については、図面を提出してください。 

パートナーの提案により愛称の標示にロゴ等を使用する場合又はパートナーが

新規に看板等を設置する場合については、条例等の関係法令に抵触しないか、

パートナーが確認してください。 

⑶ 愛称に関する知的財産権を取得する場合 

ア 愛称の標示のロゴ等を商標登録する場合は、パートナーの商標として登録す

ることになります。 

イ 市はロゴ等を無償で使用できることとします。商品のパッケージ等に第三者

が使用する場合の条件については、パートナーと当該第三者が個別に協議して

ください。 

ウ 第三者の知的財産権を侵害しないか、パートナーの責任で確認してくださ

い。 

⑷ 愛称を付与した施設で発生した災害、事故等により、パートナーのイメージ

ダウンを伴う可能性がありますが、市は一切責任を負いません。 

⑸ この要項に定めのない事項については、別途協議するものとします。 

 

＜担当＞ 

愛知県瀬戸市東松山町１番地の２ 

瀬戸市立図書館  

電話番号：0561-82–2262(直通) 

電子メール：toshokan@city.seto.lg.jp 

 

36



募
集
の
公
表
、

質
問
の
受
付



5
/
1
5
～
5
/
2
6

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
パ
ー
ト
ナ
ー

の
募
集

6
/
1
～
6
/
3
0

審
査
会
に
よ
る
審
査

（
優
先
交
渉
権
者
の
選
定
）

７
月

優
先
交
渉
権
者
と
の
協
議

８
月
(
選
定
後
)

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
パ
ー
ト
ナ
ー

の
決
定
・
契
約
の
締
結

８
月
中

施
設
表
示
等
の
変
更

契
約
締
結
後

随
時
(
準
備
等
)

愛
称
の
使
用
開
始

９
月
～

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
パ
ー
ト
ナ
ー
募
集
実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

９
月

５
月

６
月

７
月

８
月

37



合　　計 前年度合計 月平均
前年度
月平均

対前年比(%)

0 253 0 28 0.0%

0 147,977 0 16,442 0.0%

個人 利用者数(人) 1,389 74,129 116 8,237 1.9%

貸出 貸出冊数(冊) 8,290 317,254 691 35,250 2.6%

新 規 登 録 者 数 0 1,783 0 198 0.0%

団体貸出 貸出冊数(冊) 18,507 20,316 1,542 2,257 91.1%

357 357 30 30 100.0%

118,488 76,388 9,874 6,366 155.1%

利用者数(人) 44,189 21,673 3,682 1,806 203.9%

貸出冊数(冊) 152,396 67,242 12,700 5,604 226.6%
品野台小（宝島） 利用者数(人) 1,747 1,504 146 125 116.2%

平成18年開館 貸出冊数(冊) 6,758 4,751 563 396 142.2%

光陵中 利用者数(人) 2,272 1,410 189 118 161.1%

平成20年開館 貸出冊数(冊) 6,875 4,413 573 368 155.8%

西陵小 利用者数(人) 7,363 5,928 614 494 124.2%

平成21年開館 貸出冊数(冊) 18,781 11,294 1,565 941 166.3%

水野小 利用者数(人) 6,100 6,118 508 510 99.7%

平成22年開館 貸出冊数(冊) 16,458 12,634 1,372 1,053 130.3%

東山小 利用者数(人) 7,264 6,527 605 544 111.3%

平成23年開館 貸出冊数(冊) 17,242 9,902 1,437 825 174.1%

幡山西小 利用者数(人) 10,357 10,131 863 844 102.2%

平成29年10月開館 貸出冊数(冊) 22,493 16,869 1,874 1,406 133.3%

にじの丘学園 利用者数(人) 18,188 16,921 1,516 1,410 107.5%

令和2年10月開館 貸出冊数(冊) 57,178 39,707 4,765 3,309 144.0%

長根小 利用者数(人) 2,185 364

令和7年10月開館 貸出冊数(冊) 5,643 941

330,621 504,382 27,552 42,032 65.5%

２．貸出状況
貸　　　　　　出　　　　　　　場　　　　　　　所

本　館 情報ライブラリー 地域図書館

16,187 89,591 22,241 128,019 38.7% 214,268 -86,249 

10,385 46,045 127,597 184,027 55.7% 263,602 -79,575 

84 285 80 449 0.1% 1,265 -816 

113 2,971 910 3,994 1.2% 6,356 -2,362 

26,769 138,892 150,828 316,489 485,491 -169,002 

20 11,114 557 11,691 3.5% 14,274 -2,583 

8 2,390 43 2,441 0.7% 4,617 -2,176 

28 13,504 600 14,132 18,891 -4,759 

26,797 152,396 151,428 330,621 504,382 -173,761 

令和7年度 瀬戸市立図書館 利用状況  

1．総括表

本館

（学校配達分含む）

開　　館　　日　　数

入　　館　　者　　数

貸出

貸出

貸出

地
域
図
書
館

情報
ライブラリー

開　　館　　日　　数

入　　館　　者　　数

貸出

貸出

貸出

貸出

貸出

貸出

点字･大活字本

総　　貸　　出　　冊　　数

☆本館は令和７年１月５日から長寿命化工事のため休館　☆長根小学校地域図書館令和7年10月開館

総貸出数
計 構 成 比

前年度
実績

増減数

郷土資料

児  童  書

一　般　書

資 料 区 分

小　　計

雑　　誌

視聴覚資料

小　　計

合　　計
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３．蔵書状況
前年度 年度末

蔵書数 蔵書数

一般書 210,729 5,751 102 5,688 210,894 165

児童書 100,740 3,129 65 3,511 100,423 -317 

郷土資料 17,515 17 217 3 17,746 231

点字･大活字本 2,453 92 3 5 2,543 90

小　計 331,437 8,989 387 9,207 331,606 169

雑誌 8,591 2,645 16 2,419 8,833 242

視聴覚資料 2,637 57 3 21 2,676 39
小　計 11,228 2,702 19 2,440 11,509 281

合  計 342,665 11,691 406 11,647 343,115 450

４.予約状況
7年度 6年度 月平均 増減数 対前年比(%)

 全　 体   数 40,515 49,191 3,376 -8,676 82.4%

 内OPAC利用 2,006 3,603 167 -1,597 55.7%

 内WEB利用 30,206 36,148 2,517 -5,942 83.6% 73.5%

５．情報ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ利用者用パソコン利用状況（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ用2台設置）

7年度計 6年度計 月平均 増減数 対前年比(%)

人  数 970 796 81 174

時  間 839 810 70 29

※パルティせと3階交流広場Wi-Fiサービスあり

６．電子図書館利用状況（令和3年2月25日電子図書館開始）
7年度計 6年度計 月平均

5,353 6,142 446
9,586 14,079 799

567 633 47

貸出冊数
延べ利用者数
実利用者数

WEB
利用
割合

寄贈/他 除籍・変更 増減

インターネット

資料区分 購入
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開放回数 参加人数 開放回数 参加人数 開放回数 参加人数

1 陶原小学校 182 5,110 126 1,795 308 6,905

2 效範小学校 137 2,302 137 2,302

3 水野小学校 192 3,955 192 3,955

4 水南小学校 12 120 292 4,489 304 4,609

5 幡山東小学校 48 920 313 5,570 361 6,490

6 幡山西小学校 310 3,635 310 3,635

7 下品野小学校 75 1,741 262 2,926 337 4,667

8 品野台小学校 84 2,100 277 5,118 361 7,218

9 掛川小学校 0 0 8 80 8 80

10 長根小学校 32 447 185 2,317 217 2,764

11 原山小学校 145 3,485 115 1,980 260 5,465

12 東山小学校 47 705 181 1,852 228 2,557

13 萩山小学校 0 0 0 0

14 八幡小学校 109 1,330 109 1,330

15 西陵小学校 48 1,910 263 5,300 311 7,210

16 にじの丘小学校 70 857 70 857

673 16,538 2,840 43,506 3,513 60,044

1 水無瀬中学校 190 3,388 112 1547 302 4,935

2 にじの丘中学校 6 75 247 6,939 253 7,014

3 南山中学校 143 1,737 0 0 143 1,737

品野中学校 0 0 409 7,547 19 213 428 7,760

(夜間運動場) 7 160 7 160

5 光陵中学校 33 602 33 602

幡山中学校 28 745 0 0 28 745

(夜間運動場) 226 4,840 226 4,840

水野中学校 96 3,455 49 980 145 4,435

(夜間運動場) 40 1,600 40 1,600

340 8,022 1085 23,066 180 2,740 1,605 33,828

18 470 18 470

1,031 25,030 3,925 66,572 180 2,740 5,136 94,342

開放回数 参加人数 開放回数 参加人数 開放回数 参加人数

運動場 651 15,103 673 16,538 22 1,435

体育館 3,049 47,802 2,840 43,506 -209 -4,296

運動場 219 7,621 358 8,492 139 871

体育館 1,295 27,736 1,085 23,066 -210 -4,670

武道場 187 2,832 180 2,740 -7 -92

5,401 101,094 5,136 94,342 -265 -6,752

瀬戸高校

小中高合計

小計

学校施設
令和７年度実績 昨年度比

小

学

校

中

学

・

高

校

計

令和６年度実績

令和７年度瀬戸市学校体育施設スポーツ開放事業実績一覧表（令和８年３月３１日現在）

№ 学校施設
運動場 体育館 武道場

回数計
参加

人数計

小

学

校

小計

中

学

校

4

6

7
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月 キャンプ人数 デーキャンプ人数
その他人数

（管理棟利用）
個人利用人数
（散策等）

総利用人数

4月 84 157 86 354 681

5月 829 123 48 425 1,425

6月 1,072 56 63 335 1,526

7月 445 36 21 239 741

8月 613 21 24 226 884

9月 759 7 147 251 1,164

10月 596 53 53 199 901

11月 0 14 19 359 392

12月 0 2 3 344 349

1月 0 22 10 196 228

2月 0 58 116 274 448

3月 128 180 18 413 739

合計 4,526 729 608 3,615 9,478

前年度 5,140 1,306 546 3,733 10,725

前年比較 -614 -577 62 -118 -1,247

令和７年度　定光寺野外活動センター利用実績
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公民館 講座名 延べ人数

陶　原 イキイキ!！　60代からの元気からだづくり 188

深  川 最強の植物乳酸菌で免疫力を高めよう 16

祖母懐 陶芸＆植木教室 40

キッズダンス教室 313

古瀬戸 歩け歩け大会 25

東　明 もの作り教室①　「桐塑人形　ふぐ」 57

もの作り教室②　「手芸講座　ふうせん袋」 39

效  範 こうはん元気塾 16

相続準備してみませんか？ 18

短歌に親しもう 31

スマホ教室（基礎編） 24

長  根 フラワーアレジメント教室 88

夏休み子供たちの陶芸教室 40

陶芸教室 58

伝統菓子に挑戦 39組

歴史講座（六古窯） 72

水　南 古典文学「続　源氏物語を読む」 37

古典文学「続　徒然草をやさしく読む」 41

アフタヌーンサロンdeすいなんその１ 129

アフタヌーンサロンdeすいなんその２ 103

「ウクライナ戦争」が我々に問いかけたことは？ 65

大人のための西洋美術「エコール・ド・パリ時代の画家たち」 124

命をいただく 75

令和７年度　公民館生涯学習補助事業講座一覧
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山　口 ダイエットズンバ 111

キッズダンス教室 241

シャインカービング教室 48

バランスボール教室 77

家族料理教室 0

手芸教室 25

料理教室 0

盆踊り講習会 23

幡  山 婦人学級 179

シニアセミナー 31

わくわく子ども科学・自然教室 95

掛  川 季節を感ずるウォーキング 38

伝承料理教室 63

掛川里山環境塾講座 129

掛川子ども米づくり体験学習 161

原  山 ものづくり教室 51

萩  山 歴史探訪講座 74

わくわく楽しい学習講座 76

陶芸教室 16

八  幡 陶芸教室 49

フラダンス教室 43

和菓子作り教室 43

合計　45講座(内2講座中止) 3,172
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陶原 ① ボッチャを楽しもう 19

深川 ① ボッチャ体験 41

祖母懐 ① ボッチャ 120

古瀬戸 ① 生涯学習特別講演会 14

東明 ② モンテール美濃加茂工場見学 15

① みんなで楽しむコンサート 25

① 牛乳からチーズを作ろう 15

長根 ① ボッチャ交流会 56

① 季節の和菓子作り 30

① ボッチャ体験教室 17

② プレイランド＠すいなん 102

① やさしい英会話入門 121

① スマホ・タブレット入門Android編 68

① ボールペン画教室 33

① 太極拳教室 72

① 健康麻雀教室 204

① 卓球教室 65

幡山 ① いっしょにスマホで遊ぼう 31

掛川 ① ボッチャ教室 17

原山 ① ボッチャ教室 23

① ボッチャ教室 86

② プロギング街あるき 28

八幡 ② みんなで楽しくSDGs 37

①19講座
②4講座 23講座 1,239

令和７年度テーマ型生涯学習一覧表

開催公民館

テーマ
（①障害のある方
も参加しやすい生
涯学習②環境保全
に関する生涯学

習）

講　　　座　　　内　　　容 延べ人数

萩山

水南

山口

效範
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学びキャンパスせとの講座開催（令和７年度） 

「自分が得意なことを教えたい」という熱意のある公募による市民講師が「教える生きがい」をもって講

座を企画・運営し、多彩で豊かな講座を提供する新しい講座の仕組み、「学びキャンパスせと」を開催しまし

た。 

 講座の内訳は、パソコン、趣味・教養、美容・健康、軽運動、美術、書道、語学、音楽、料理、親子向けとなっ

ています。前期は 51 名の講師が 66 講座を開き受講生は 874 名、後期は 41 名の講師が 58 講座を開

き受講生は857名でした。 

 

 前期（５月～１０月） 後期（１０月～３月） 全体（令和７年度） 

講座数 

（延講座数） 
受講者数 

講座数 

（延講座数） 

受講者数 

（延受講者数） 

講座数 

（延講座数） 

受講者数 

（延受講者数） 

講 
 
 
 

座 
 
 
 

の 
 
 
 

種 
 
 
 

類 

パソコン 
2 

（12） 
19 

2 

（ 12 ） 
25 

4 

（ 24 ） 
44 

趣味・ 

教養 

15 

（79） 
187 

13 

（ 70 ） 
154 

２8 

（ 149 ） 
341 

美容・ 

健康 

8 

（55） 
99 

9 

（ 59 ） 
122 

17 

（ 114 ） 
221 

軽運動 
13 

（ 112 ） 
224 

15 

（ 136 ） 
298 

28 

（ 248 ） 
522 

美  術 
9 

（ 81 ） 
121 

7 

（ 65 ） 
87 

16 

（ 146 ） 
208 

書  道 
4 

（ 36 ） 
58 

3 

（ 28 ） 
52 

7 

（ 64 ） 
110 

語  学 
2 

（ 24 ） 
19 

1 

（ 12 ） 
9 

3 

（ 36 ） 
28 

音  楽 
7 

（ 58 ） 
114 

7 

（ 58 ） 
106 

14 

（ 116 ） 
220 

料  理 
1 

（ 3 ） 
8 

0 

（ 0 ） 
0 

1 

（ 3 ） 
8 

親子 

向け 

5 

（ 21 ） 
25 

1 

（ 3 ） 
4 

6 

（ 24 ） 
29 

全  体 
66 

（ 481 ） 
874 

58 

（ 443 ） 
857 

124 

（ 924 ） 
1731 

登録講師数 

（成立講師） 

71 

（ 51 ） 

 

 

65 

（ 41 ） 

 

 

136 

（ 92 ） 
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「品野の森・里山学校ウィンタースクール２０２5」の開催結果 

１ 開催日時  令和 7年１２月２0日(土)～２1日（日）（一泊二日） 

２ 場 所  名古屋学院大学瀬戸キャンパス 

３ 対 象 小学４年生～６年生 

４ 講 師 等  

名古屋学院大学 スポーツ健康学部  

教員：3名（小林記之氏、四方 健二氏、富田彩氏） 

大学生：１4名（男性 11名、女性３名）、 

総合事務部：2名（上野氏、伊 氏） 

５ 参 加 者  30名 

 

「令和 7年度 民踊講習会」の開催結果 

１ 開催日時  令和 7年６月２６日（水）午前１０時から正午まで 

２ 場 所  体育館 第１競技場 

３ 講 師  
日本民踊研究会 

講師：3名（山本豊智氏、宮本豊琴雅氏、宮本豊琴柾氏） 

４ 参 加 者  ８5名 
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８年第２１号議案 

   令和８年度瀬戸市教育委員会６月補正予算（案）について  

瀬戸市議会５月定例会に、みだしの議案を別紙の内容により提出するものと

する。 

  令和８年５月８日提出 

 

                       瀬 戸 市 教 育 委 員 会 

                       教育長 加 藤  正 彦 

 

（理 由） 

 この案を提出するのは、市議会に議案として提出するにあたり、地方教育行

政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）第２９条の規定

に基づき、教育委員会の意見を聴取する必要があるからである。  
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８年第２２号議案 

   瀬戸市教育振興基本計画の策定方針について 

瀬戸市教育振興基本計画を、別紙の方針に基づいて策定することとする。  

 

  令和８年５月８日提出 

 

                       瀬 戸 市 教 育 委 員 会 

                       教育長 加 藤  正 彦 

 

（理 由） 

 この案を提出するのは、瀬戸市教育振興基本計画の策定方針は、瀬戸市教育

委員会決裁規程第４条第１項第２号に該当し、教育委員会の議決を求める必要

があるからである。  
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瀬戸市教育振興計画 策定方針 

 

１ 概要 

 現計画 次期計画 

計画の名称 第２次瀬戸市教育アクションプラン 瀬戸市教育振興基本計画２０３１ 

計画の位置付け 教育基本法第１７条第２項に定める「地方公共団体

における教育の振興のための施策に関する基本的な

計画」 

教育基本法第１７条第２項に定める「地方公共団体

における教育の振興のための施策に関する基本的な

計画」 

※子ども読書活動の推進に関する法律第９条第２項 

に規定する「子ども読書活動の推進に関する施策

についての計画」として位置付ける。 

※生涯学習の振興のための施策の推進体制等の整備

に関する法律」に規定する生涯学習の振興のため

の施策を実施する基本計画として位置付ける。 

計画の構成 基本理念・基本方針＋実施計画 基本理念・基本方針 

※実施計画部分を作成しない理由 

 現計画期間において、児童生徒数の減少、ICT の普

及、教職員の働き方に関する制度改正などにより、

短期間で施策の見直しが必要となるケースがあっ

たことを受けて、基本理念・基本方針まで定める計

画とする。 

※施策の実施方法 

 本計画の基本理念の実現に向け、瀬戸市将来計画も

踏まえ、施策の必要性や優先度を整理して実施して

いく。 

計画期間 １０年（2016 年－2025 年） 

※５年経過時に中間見直し 

 次期将来計画の策定にあわせて 2026 年まで延長 

５年（2027 年－2031 年） 

※５年とする理由 

 国・県の教育振興基本計画や瀬戸市将来計画との整

合を確保し、教育を取り巻く新たな課題や社会情勢

の変化に柔軟かつ迅速に対応するため。 

主な計画の範囲 ○学校教育に関すること 

 ・教育課程に関すること 

 ・コミュニティ・スクールに関すること 

・部活動の地域連携・地域展開に関すること 

・学校給食に関すること 

・ＧＩＧＡスクール構想に関すること 

・適正規模・適正配置に関すること 

・校舎の管理すること 

○図書館に関すること 

○青少年教育、女性教育、その他社会教育に関するこ

と 

○学校体育施設スポーツ開放に関すること 

○公民館の管理・事業に関すること 

○スポーツに関すること 

（学校における体育を除く） 

○文化財の保護に関すること 

○文化に関すること 

○学校教育に関すること 

・教育課程に関すること 

・コミュニティ・スクールに関すること 

・部活動の地域連携・地域展開に関すること 

・学校給食に関すること 

・ＧＩＧＡスクール構想に関すること 

・適正規模・適正配置に関すること 

・校舎の管理すること 

○図書館に関すること 

○青少年教育、女性教育、その他社会教育に関するこ

と 

○学校体育施設スポーツ開放に関すること 

 

 

 

 

 

※「瀬戸市教育に関する事務の職務権限の特例に関す

る条例」により、瀬戸市長が管理し及び執行する事

務を本計画の範囲外とし、教育委員会所管の事務を

主な範囲とする。 

事業の点検・評価

方法 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条

に基づく教育に関する事務の管理及び執行の状況の

点検及び評価等において行う。 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条

に基づく教育に関する事務の管理及び執行の状況の

点検及び評価等において行う。 

 

別紙 
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２ 策定体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【黒】教育基本法第１７条第２項に定める「地方公共団体における教育の振興のため

の施策に関する基本的な計画」を策定 

 

【赤】地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条に定める「毎年、その権限

に属する事務の管理及び執行の状況について点検及び評価」を行う 

瀬戸市教育委員会 

計画概要・策定体制等の決定・計画の承認 

 

事務局 

計画概要に基づき計画（案）を策定 

瀬戸市教育振興基本

計画検討会 

 

市民 

委員の委嘱 

計画（案）提示 

 

意見 
アンケート 

パブリックコメント 

意見 

市 市議会 

協議・調整 

 

計画案を提示 意見 

検討会の委員のうち

学識経験者等 

 

報告 

公表 

報告 

評価 実績報告 
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８年第２３号議案 

   瀬戸市学校給食センター運営委員の委嘱又は任命について  

瀬戸市学校給食センター運営委員会の委員として次の者を委嘱又は任命  

する。 

  令和８年５月８日提出 

 

                       瀬 戸 市 教 育 委 員 会  

                       教育長 加  藤   正  彦 

 

 所  属 名 役 職 名 氏        名 備  考 

１ 教 育 委 員 会 教 育 長 加 藤  正 彦 任 命 

２ 瀬 戸 保 健 所 所  長 渡 邉 秀 人 委 嘱 

３ 学 校 保 健 会 会  長 小 林 聖 子 委 嘱 

４ 学校薬剤師会 会  長 今 井  勝 雄 委 嘱 

５ 南 山 中 学 校 校  長 沖 本  千 門 任 命 

６ 品 野 中 学 校 校  長 加 藤  弓 子 任 命 

７ みつば小学校  校  長 加  藤  篤 任 命 

８ 品 野 中 学 校 ＰＴＡ会長  和 田 富 貴 委 嘱 

９ みつば小学校  ＰＴＡ会長  竹 谷 久美子 委 嘱 

１０ ＰＴＡ連絡協議会 家庭教育委員長  木 村 愛 子 委 嘱 

１１ 幡 山 中 学 校 給食主任 伴 あ ゆ み 任 命 

１２ 教 育 委 員 会 教育部長 大 岩 三 明 任 命 

１３ 教 育 委 員 会 学校教育課長  松 見 健 一 任 命 
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任 期 

  令和８年６月１日から令和１０年５月３１日まで  

 

（理 由） 

 この案を提出するのは、瀬戸市学校給食センター運営委員会委員を委嘱又は

任命するに当たり、瀬戸市教育委員会決裁規程第４条第１５号に該当し、教育

委員会の議決を求める必要があるからである。  
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８年第２４号議案 

   令和８年度及び令和９年度瀬戸市社会教育委員の委嘱につい 

   て 

 社会教育法第１５条の規定により、令和８年度及び令和９年度瀬戸市

社会教育委員として、別紙の者を委嘱するものとする。 

  令和８年５月８日提出 

 

瀬 戸 市 教 育 委 員 会 

教育長 加藤 正彦 

 

（理 由） 

 この案を提出するのは、瀬戸市社会教育委員を委嘱するに当たり、瀬戸

市教育委員会決裁規程第４条第１５号に該当し、教育委員会の議決を求め

る必要があるからである。 
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氏　名 選出母体 公　職・そ　の　他

1 〇沖本
オキモト

　千
チ

門
カド

校長会 瀬戸市小中学校長会　副会長

2 山本
ヤマモト

　玉美
タマミ

公民館 瀬戸市公民館協議会　副会長

3 　横井
ヨコイ

　暢彦
ノブヒコ

子ども会 瀬戸市子ども会連絡協議会　会長

4 〇吉村
ヨシムラ

　史子
フミコ

ＰＴＡ 瀬戸市小中学校PTA連絡協議会　会長

5 　川本
カワモト

　まり子
コ

体育団体 瀬戸市スポーツ協会　常任理事

6 　高橋
タカハシ

　正行
マサユキ

医師会 瀬戸旭医師会　理事

7 〇水谷
ミズタニ

　美智代
ミチヨ

文化団体 瀬戸市文化協会　副会長

8 　田中
タナカ

　康夫
ヤスオ

福祉団体
瀬戸市民生委員児童委員協議会
常任理事

9   椿井
ツバイ

  信仁
ノブヒト

薬剤師会 瀬戸旭長久手薬剤師会　会長

10 　福岡
フクオカ

　明
アキラ

学識経験者
元瀬戸市小中学校長・
瀬戸市教育ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ推進会議委員

◆定数及び任期・・・１３名以内、令和８年６月１日～令和１０年５月３１日

〇…新任

令和８年度及び９年度　瀬戸市社会教育委員名簿（案）
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令和８年６月　教育委員会日程表

日 曜日

1 月

2 火

3 水

4 木
定例教育委員会事前打合せ
定例教育委員会

瀬戸市役所３階　３０３会議室
瀬戸市役所４階　大会議室

午後１時３０分～
午後２時００分～

全委員

5 金

6 土

7 日

8 月

9 火

10 水

11 木

12 金

13 土

14 日

15 月

16 火

17 水 教育委員学校訪問 対象校（調整中）
午前１０時３０分～
午後　１時３０分～

全委員

18 木 　　↓ 　　↓ 　　↓ 　　↓

19 金 　　↓ 　　↓ 　　↓ 　　↓

20 土

21 日

22 月 　　↓ 　　↓ 　　↓ 　　↓

23 火 　　↓ 　　↓ 　　↓ 　　↓

24 水 　　↓ 　　↓ 　　↓ 　　↓

25 木 　　↓ 　　↓ 　　↓ 　　↓

26 金 　　↓ 　　↓ 　　↓ 　　↓

27 土

28 日

29 月

30 火

1 水

定例教育委員会事前打合せ
定例教育委員会

瀬戸市役所１階　１０５会議室
瀬戸市役所４階　庁議室

午後１時３０分～
午後２時００分～

全委員

件　　　　　　　名

7月9日(木)
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